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 審   査   の  要   旨 
 本研究は、近年継続的に増加している日本のインバウンド・ツーリズムについて、訪日中国人旅行者
の空間流動を地理学の立場から分析したものである。インバウンド・ツーリズムについては多数の学問
分野からの研究アプローチが存在するが、多くの研究は訪日外国人の空間流動を分析の対象としていな
い。しかし、訪日外国人旅行者が特定の目的地に集中する今日、地方への流動分散が重要な課題となっ
ているにもかかわらず、その空間流動を深く分析した研究はほとんどない。それゆえ、膨大なデータを
収集・構築し、社会ネットワーク分析に基づいて空間流動を定量的に把握したことは、本研究の独自性
のひとつである。この点で、本研究は観光地理学の分野において国際的にも重要な研究として位置づけ
られる。
 グローバル化によって国境を越える国際ツーリズムはますます成長している。その中で、本研究が示
した社会ネットワーク分析に基づく外国人旅行者の空間流動の定量的把握は、今後さまざまな地域でイ
ンバウンド・ツーリズムを説明する際の重要なモデルとなり得る。この点で、本研究は地理学の発展に
大きく貢献するものである。
 また、中国人旅行者の訪日旅行に限ってみると、かつてはグループ旅行者が中心であったが、近年は
個人旅行者の増加が顕著である。本研究は、グループ旅行者と個人旅行者にみられる空間流動の差にも
注目し、その違いを定量的に示した。加えて、それぞれの行動パターンの空間的特徴をもたらす要因を
解明した。こうした旅行者の属性の違いに着目して空間流動の特徴を検討した方法論もまた、本研究の
独自性として評価される。さらに、グループ旅行者と個人旅行者の行動パターンの違いをもたらす要因
について、それぞれで重視される要因が異なっていることを整理して説明した点からは、ツーリズムに
関する旅行者流動研究において本研究は重要な研究として位置づけられると判断される。
 平成３１年１月３１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
